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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを表示する画像表示部を複数有する撮像装置であって、
　当該撮像装置を起動する指示を行う起動指示部と、
　撮像によって画像データを取得する撮像部と、
　前記撮像部が取得した画像データを処理して表示用画像データを生成する画像処理部と
、
　前記複数の画像表示部のうち優先的に前記表示用画像データを表示させる画像表示部で
あり、且つ操作者によって覗き込まれた状態で画像が視認される表示部である優先画像表
示部と、
　前記優先画像表示部が覗き込まれている状態を検出する覗き込み検出部と、
　前記起動指示部による起動指示に応答して前記撮像部及び前記優先画像表示部を起動し
、且つ、前記表示用画像データを前記優先画像表示部のみに少なくとも所定時間表示させ
る制御を行う制御部と、
　前記優先画像表示部に前記表示用画像データを表示させる時間を計測するファインダー
タイマと、
　を具備し、
　前記起動指示部は、前記覗き込み検出部によって前記覗き込まれている状態が検出され
た場合、または、当該撮像装置の電源スイッチがオンされた場合に、当該撮像装置を起動
する指示を行い、
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　前記制御部は、前記優先画像表示部に前記表示用画像データが表示されている状態で、
前記覗き込み検出部によって前記優先画像表示部が覗き込まれていない状態が検出された
場合には、前記ファインダータイマがタイムアップするまで、前記優先画像表示部と前記
優先画像表示部以外の前記画像表示部とに前記表示用画像データを表示させ、前記ファイ
ンダータイマがタイムアップした時点で、前記優先画像表示部を消灯させる
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御部は、当該撮像装置がパワーオフ状態になった場合またはスリープ状態になっ
た場合には、前記覗き込み検出部による検出の時間間隔を、通常状態の場合におけるそれ
よりも長い間隔とする
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　当該撮像装置の設定状態を示す設定情報を生成する情報生成部を更に具備し、
　前記制御部は、前記起動指示に応答して前記表示用画像データを前記優先画像表示部に
表示させる際に、前記情報生成部に前記設定情報を生成させ、該設定情報を前記優先画像
表示部に表示させる制御を行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記起動指示部により起動指示が為された際に、前記撮像部による撮像における蓄積時
間を複数設定する蓄積時間設定部を更に具備し、
　前記画像処理部は、前記蓄積時間設定部により設定された複数の蓄積時間の各々で取得
された複数の画像データから画像処理内容を決定し、該決定した画像処理内容の画像処理
を実行して表示用画像データを生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　スリープタイマを更に具備し、
　前記制御部は、前記優先画像表示部に前記表示用画像データが表示されている状態で、
当該撮像装置のパワーオフ操作が為された場合または前記スリープタイマがタイムアップ
した場合には、前記優先画像表示部以外の前記画像表示部を消灯させ、その後に所定時間
が経過した時点で、前記優先画像表示部を消灯させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記優先画像表示部を消灯させる際には、前記優先画像表示部における
表示をフェードアウトさせるよう制御する
　ことを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　スリープタイマを更に具備し、
　前記制御部は、前記スリープタイマのタイムアップで当該撮像装置をスリープ状態に設
定した後に、当該撮像装置をスリープ状態から復帰させる際には、前記覗き込み検出部に
よる検出結果に応じて、前記優先画像表示部または他の画像表示部に、表示用画像データ
を表示させるように制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項８】
　画像データを表示する画像表示部を複数有する撮像装置を用いた撮像方法であって、
　前記撮像装置を起動する指示を行い、
　前記指示に従って起動された後、撮像によって画像データを取得し、
　前記撮像で取得した画像データを画像処理して表示用画像データを生成し、
　前記指示に応答して撮像部及び前記複数の画像表示部のうち優先的に前記表示用画像デ
ータを表示させる画像表示部であり、且つ操作者によって覗き込まれた状態で画像が視認
される表示部である優先画像表示部のみに少なくとも所定時間表示させ、
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　前記優先画像表示部に前記表示用画像データが表示されている状態で、前記優先画像表
示部が覗き込まれていない状態が検出された場合には、前記優先画像表示部に前記表示用
画像データを表示させる時間を計測するファインダータイマがタイムアップするまで、前
記優先画像表示部と前記優先画像表示部以外の前記画像表示部とに前記表示用画像データ
を表示させ、前記ファインダータイマがタイムアップした時点で、前記優先画像表示部を
消灯させる
　ことを特徴とする撮像方法。
【請求項９】
　スリープタイマによって計時し、
　前記優先画像表示部に前記表示用画像データが表示されている状態で、前記撮像装置の
パワーオフ操作が為された場合または前記スリープタイマがタイムアップした場合には、
前記優先画像表示部以外の前記画像表示部を消灯させ、その後に所定時間が経過した時点
で、前記優先画像表示部を消灯させる
　ことを特徴とする請求項８に記載の撮像方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばデジタルカメラ等の撮像装置、及び撮像方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばデジタルカメラ等の撮像装置は、通常、撮影待機画像や再生画像の視認等に使用
される表示装置として、液晶モニタ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ：以降、ＬＣＤと略称する）を備えている。この液晶モニタに代表される表示装置
は、近年、高精細化が進んでいる。
【０００３】
　また、近年では一眼タイプのデジタルカメラも広く普及している。この一眼タイプのデ
ジタルカメラにおいては、高速連写の為に電子ビューファインダー（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃ　Ｖｉｅｗ　Ｆｉｎｄｅｒ：以降、ＥＶＦと略称する）を搭載したものが普及し始めて
いる。このＥＶＦに係る技術は、例えば特許文献１等に開示されている。
【０００４】
　このＥＶＦにおける表示手段としては、例えばカメラ背面に設けられたＬＣＤや覗き込
み型のファインダーユニットが備えるＬＣＤを挙げることができる。このように当該カメ
ラが複数のＬＣＤを有する場合には、ライブビュー画像を表示させるＬＣＤを適宜切り替
えることができる。
【０００５】
　なお、特許文献１には、表示手段近傍への接眼を検出し、該検出結果に基づいて、表示
手段への画像の表示制御を行う技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平２－１７９０７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、ユーザは、ライブビュー画像を視認してフレーミングやピント合せを行う。
この場合において、ユーザは、ＥＶＦでのライブビュー表示に覗き込み型のファインダー
ユニットを用いることにより、当該カメラをしっかりと把持しつつ、被写体の観察を行う
ことが可能となる。つまり、ファインダーユニットが備えるＬＣＤにおける被写体表示を
短時間で行う為の技術が望まれている。
【０００８】
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　また、ＥＶＦでのライブビュー表示においては、リアルタイム性と高速表示とが求めら
れている。従って、ＥＶＦにライブビュー画像を表示させるのに要する時間（被写体表示
に要する時間）の短縮化が望まれている。
　本発明は、前記の事情に鑑みて為されたものであり、撮像装置の起動時におけるＥＶＦ
へのライブビュー画像の表示に要する時間を短縮化した撮像装置及び撮像方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記の目的を達成するために、本発明の一態様による撮像装置は、
　画像データを表示する画像表示部を複数有する撮像装置であって、
　当該撮像装置を起動する指示を行う起動指示部と、
　撮像によって画像データを取得する撮像部と、
　前記撮像部が取得した画像データを処理して表示用画像データを生成する画像処理部と
、
　前記複数の画像表示部のうち優先的に前記表示用画像データを表示させる画像表示部で
あり、且つ操作者によって覗き込まれた状態で画像が視認される表示部である優先画像表
示部と、
　前記優先画像表示部が覗き込まれている状態を検出する覗き込み検出部と、
　前記起動指示部による起動指示に応答して前記撮像部及び前記優先画像表示部を起動し
、且つ、前記表示用画像データを前記優先画像表示部のみに少なくとも所定時間表示させ
る制御を行う制御部と、
　前記優先画像表示部に前記表示用画像データを表示させる時間を計測するファインダー
タイマと、
　を具備し、
　前記起動指示部は、前記覗き込み検出部によって前記覗き込まれている状態が検出され
た場合、または、当該撮像装置の電源スイッチがオンされた場合に、当該撮像装置を起動
する指示を行い、
　前記制御部は、前記優先画像表示部に前記表示用画像データが表示されている状態で、
前記覗き込み検出部によって前記優先画像表示部が覗き込まれていない状態が検出された
場合には、前記ファインダータイマがタイムアップするまで、前記優先画像表示部と前記
優先画像表示部以外の前記画像表示部とに前記表示用画像データを表示させ、前記ファイ
ンダータイマがタイムアップした時点で、前記優先画像表示部を消灯させる
　ことを特徴とする。
【００１０】
　前記の目的を達成するために、本発明の一態様による撮像方法は、
　画像データを表示する画像表示部を複数有する撮像装置を用いた撮像方法であって、
　前記撮像装置を起動する指示を行い、
　前記指示に従って起動された後、撮像によって画像データを取得し、
　前記撮像で取得した画像データを画像処理して表示用画像データを生成し、
　前記指示に応答して撮像部及び前記複数の画像表示部のうち優先的に前記表示用画像デ
ータを表示させる画像表示部であり、且つ操作者によって覗き込まれた状態で画像が視認
される表示部である優先画像表示部のみに少なくとも所定時間表示させ、
　前記優先画像表示部に前記表示用画像データが表示されている状態で、前記優先画像表
示部が覗き込まれていない状態が検出された場合には、前記優先画像表示部に前記表示用
画像データを表示させる時間を計測するファインダータイマがタイムアップするまで、前
記優先画像表示部と前記優先画像表示部以外の前記画像表示部とに前記表示用画像データ
を表示させ、前記ファインダータイマがタイムアップした時点で、前記優先画像表示部を
消灯させる
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１１】
　本発明によれば、撮像装置の起動時におけるＥＶＦへのライブビュー画像の表示に要す
る時間を短縮化した撮像装置及び撮像方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係るカメラの内部の一構成例を示すブロック図で
ある。
【図２】図２は、本発明の一実施形態に係るカメラの処理の流れの概略を示す図である。
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の一実施形態に係るカメラの主動作に係る一連の処理のフロ
ーチャートの第１の部分を示す図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の一実施形態に係るカメラの主動作に係る一連の処理のフロ
ーチャートの第２の部分を示す図である。
【図４】図４は、本発明の一実施形態に係るカメラのモニタ表示についての状態遷移の一
例を示す背面図である。
【図５】図５は、ライブビュー画像を取得する際の被写体撮影の様子を示す図である。
【図６】図６は、ステップＳ５において表示を開始するライブビュー画像の生成処理の一
例を示す図である。
【図７】図７は、ステップＳ９をＹＥＳに分岐する場合（ユーザが内蔵ファインダーユニ
ットを用いて撮影を行おうとしている場合）における、当該カメラの使用態様を示す図で
ある。
【図８】図８は、ステップＳ９をＮＯに分岐する場合（ユーザが当該カメラの設定確認／
変更を、背面モニタを用いて行おうとしている場合）における、当該カメラの使用態様を
示す図である。
【図９】図９は、ステップＳ９をＮＯに分岐する場合（ユーザが背面モニタをファインダ
ーとして用いて撮影を行おうとしている場合）における、当該カメラの使用態様を示す図
である。
【図１０】図１０は、本発明の一実施形態に係るカメラがスリープモードに設定されてい
る場合の接眼センサーの検出間隔の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、図３Ａ，３Ｂに示されているフローチャートにおけるステップＳ７
の“撮影動作”のサブルーチンのフローチャートを示す図である。
【図１２】図１２は、図３Ｂに示されているフローチャートにおけるステップＳ２９の“
パワーオフ”のサブルーチンのフローチャートを示す図である。
【図１３】図１３は、カメラに装着されて実際に用いられる外部ファインダーユニットの
使用態様の一例を示す図である。
【図１４Ａ】本発明の一実施形態の第１変形例に係るカメラの主動作に係る一連の処理の
フローチャートの第１の部分を示す図である。
【図１４Ｂ】本発明の一実施形態の第１変形例に係るカメラの主動作に係る一連の処理の
フローチャートの第２の部分を示す図である。
【図１５Ａ】本発明の一実施形態の第２変形例に係るカメラの主動作に係る一連の処理の
フローチャートの第１の部分を示す図である。
【図１５Ｂ】本発明の一実施形態の第２変形例に係るカメラの主動作に係る一連の処理の
フローチャートの第２の部分を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施形態に係る撮像装置について、図面を参照して説明する。
　図１は、本一実施形態に係るカメラ１０の内部の一構成例を示すブロック図である。図
２は、本一実施形態に係るカメラ１０の処理の流れの概略を示す図である。
　図１に示すように、カメラ１０は、交換レンズ１００と、カメラボディ２００と、外部
ファインダーユニット３００ｕと、を具備する。
【００１４】
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　前記交換レンズ１００は、フォーカシングレンズ１０１と、絞り機構１０２と、フォー
カス駆動機構１０３と、絞り駆動機構１０４と、レンズＣＰＵ１０５と、を有している。
　前記フォーカシングレンズ１０１は、図示しない被写体からの光を、カメラボディ２０
０内部の撮像素子２０４１に結像させるための光学系である。このフォーカシングレンズ
１０１は、図の一点鎖線で示す光軸方向に駆動され、その焦点位置が調整される。
【００１５】
　前記絞り機構１０２は、フォーカシングレンズ１０１を介して撮像素子２０４１に入射
する被写体からの光の光量を調整する。
　前記フォーカス駆動機構１０３は、モータ等を有し、レンズＣＰＵ１０５の制御のもと
、フォーカスレンズをその光軸方向に駆動させる。
【００１６】
　前記絞り駆動機構１０４は、モータ等を有し、レンズＣＰＵ１０５の制御のもと、絞り
機構１０２を開閉駆動させる。
　前記レンズＣＰＵ１０５は、交換レンズ１００がカメラボディ２００に装着された際に
通信端子１０６を介してカメラボディ２００内のシーケンスコントローラ（ボディＣＰＵ
）２２０１と通信自在に接続される。このレンズＣＰＵ１０５は、ＣＰＵからの制御に従
ってフォーカス駆動機構１０３や絞り駆動機構１０４の動作を制御する。
【００１７】
　前記カメラボディ２００は、フォーカルプレーンシャッター（シャッター）２０１と、
シャッター駆動機構２０２と、撮像ユニット２０４と、撮像素子駆動回路２０５と、前処
理回路２０６と、ＳＤＲＡＭ２０７と、フラッシュメモリ２０９と、記録媒体２０８と、
モニタ駆動回路２１０と、ファインダー液晶モニタ２１１と、接眼レンズ２１２と、接眼
センサー２１３と、背面液晶モニタ２１４と、操作部３０１と、着脱検知スイッチ２１７
と、制御回路２２０と、防塵フィルタ駆動回路２５４と、ボディ振動センサー２５１と、
ボディ防振制御回路２５２と、ボディ防振機構２５３と、を有している。ここで、ファイ
ンダー液晶モニタ２１１と接眼レンズ２１２と接眼センサー２１３とは、内蔵ファインダ
ーユニット２００ｕを構成している。
【００１８】
　前記撮像ユニット２０４は、撮像素子２０４１と、フィルタ群２０４２と、防塵フィル
タ２０４３と、を備える。
　前記撮像素子２０４１は、複数の画素が配置された光電変換面を有し、フォーカシング
レンズ１０１を介して光電変換面上に結像された被写体からの光を電気信号（画像信号）
に変換する。
【００１９】
　前記フィルタ群２０４２は、フォーカシングレンズ１０１を介して入射してくる光の赤
外成分を除去する赤外カットフィルタやフォーカシングレンズ１０１を介して入射してく
る光の高周波成分を除去するローパスフィルタといった複数のフィルタから成るフィルタ
群である。
【００２０】
　前記防塵フィルタ２０４３は、撮像ユニット２０４に塵が付着しないように防塵動作を
する部材である。撮像素子２０４１は例えばガラス製の防塵フィルタ２０４３によって塵
等から保護されている。この防塵フィルタ２０４３の周縁部には、この防塵フィルタ２０
４３を所定の振動周波数で振動させるための圧電素子２０４３ｐが取り付けられている。
【００２１】
　前記防塵フィルタ駆動回路２５４は、圧電素子２０４３ｐの駆動回路である。この防塵
フィルタ駆動回路２５４の制御は、制御回路２２０によって行われる。この防塵フィルタ
駆動回路２５４によって圧電素子２０４３ｐを振動させることによって、防塵フィルタ２
０４３が振動する。これによって、防塵フィルタ２０４３の表面に付着した塵埃が払い落
とされる。
【００２２】
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　ここで、撮像素子２０４１と圧電素子２０４３ｐとは、防塵フィルタ２０４３を一面と
するケース内に一体的に収納されている。これにより、撮像素子２０４１への塵埃の付着
を確実に防止することができる。
　前記ボディ振動センサー２５１は、角速度センサーを含み、該角速度センサーを用いて
手ぶれ検出を行い、該検出結果を示す手振れ検出信号を生成する。このボディ振動センサ
ー２５１により生成された手ぶれ検出信号は、ボディ防振制御回路２５２に出力される。
【００２３】
　前記ボディ防振制御回路２５２は、ボディ振動センサー２５１から出力された手ぶれ検
出信号に基づいて、撮像ユニット２０４を移動させて手ぶれ補正をする為の制御信号を生
成する。
　前記ボディ防振機構２５３は、ボディ防振制御回路２５２から出力された制御信号に基
づいて、撮像ユニット２０４を移動させて手ぶれ補正を実行する。
【００２４】
　前処理回路２０６は、撮像素子駆動回路２０５を介して撮像素子２０４１から読み出さ
れる画像信号に対してノイズ除去や増幅等のアナログ処理や、アナログ処理した画像信号
をデジタル信号（画像データ）に変換する処理といった前処理を行う。
　前記撮像素子駆動回路２０５は、入出力回路２２１１を介したボディＣＰＵ２２０１か
らの指示に従って撮像素子２０４１を駆動制御するとともに、撮像素子２０４１で得られ
る画像信号の読み出しを制御する。
【００２５】
　前記シャッター２０１は、撮像素子２０４１の光電変換面に対して進退自在に配置され
ている。このシャッター２０１は、シャッター駆動機構２０２によって駆動されて撮像素
子２０４１の光電変換面を露出状態又は遮光状態とする。シャッター駆動機構２０２は、
ボディＣＰＵ２２０１の制御に従ってシャッター２０１を開閉駆動させる。
【００２６】
　前記ＳＤＲＡＭ２０７は、前処理回路２０６において得られたデータ等を一時格納して
おくためのバッファメモリである。
　前記フラッシュメモリ２０９は、ボディＣＰＵ２２０１によって読み出される制御プロ
グラムやカメラボディ２００の各種の設定値等を記憶する。
【００２７】
　前記記録媒体２０８は、例えばカメラボディ２００に対して着脱自在に構成されたメモ
リカードであり、圧縮伸長回路２２０７において圧縮された画像データを記録する。
　前記モニタ駆動回路２１０－１は、ビデオ信号出力回路２２０８から入力されたビデオ
信号に従ってファインダー液晶モニタ２１１及び外部ファインダーユニット３００ｕが備
えるファインダー液晶モニタ３１１を駆動してそれぞれのモニタの画面上に画像表示を行
う。
【００２８】
　前記モニタ駆動回路２１０－２は、ビデオ信号出力回路２２０８から入力されたビデオ
信号に従って背面液晶モニタ２１４を駆動してモニタの画面上に画像表示を行う。
　すなわち、これら表示ドライバーたるモニタ駆動回路２１０－１，２１０－２は、図２
に示すように画像処理回路２２０６から出力された“画像データに対応した画像”と、情
報表示演算部たるボディＣＰＵ２２０１から出力される“設定状態情報”とを、ファイン
ダー液晶モニタ２１１，３１１／背面液晶モニタ２１４に表示させる為の表示ドライバー
として機能する。
【００２９】
　なお、詳細は後述するが、モニタ駆動回路２１０－１，２１０－２は図２に示すように
、ファインダー液晶モニタ２１１，３１１及び背面液晶モニタ２１４のうち何れのモニタ
に表示を行うかを、接眼センサー２１３，３１３による検出結果に応じて決定することも
ある。
【００３０】
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　前記ファインダー液晶モニタ２１１は、覗き込み型のファインダー用のモニタである。
すなわち、ファインダー液晶モニタ２１１は、ユーザによって覗き込まれた状態で画像が
視認される。このファインダー液晶モニタ２１１としては例えば液晶モニタが用いられる
。このファインダー液晶モニタ２１１は、モニタ駆動回路２１０－１によって駆動されて
、撮像素子２０４１を介して得られる被写体観察用の画像を表示する。
【００３１】
　本一実施形態におけるファインダー液晶モニタ２１１は、被写体観察中のＡF（オート
フォーカス）設定を行うための表示やパラメータ設定を行うための画面の表示も行う。
　前記接眼レンズ２１２は、ファインダー液晶モニタ２１１の画面上に表示されている画
像をユーザの眼に結像させるための接眼光学系である。
【００３２】
　前記接眼センサー２１３は、ユーザがファインダーを覗いているか否かを検出するため
のセンサーである。この接眼センサー２１３としては、例えば赤外線センサーを用いるこ
とが可能である。
　前記背面液晶モニタ２１４は、第２の表示部として機能するモニタであり、カメラボデ
ィ２００の背面に露出するように配置されている。この背面液晶モニタ２１４は、モニタ
駆動回路２１０－２によって駆動されて、圧縮伸長回路２２０７で伸長された画像等の各
種の画像を表示する。この背面液晶モニタ２１４は、ファインダー液晶モニタ２１１と異
なり、ユーザによって覗き込まれることなく、画像が視認される。また、本一実施形態に
おける背面液晶モニタ２１４は、被写体観察中のＡF（オートフォーカス）設定を行うた
めの表示やパラメータ設定を行うための画面の表示も行う。
【００３３】
　前記操作部３０１は、例えば電源スイッチ３０１ａ（図４参照）、シャッターボタン３
０１ｂ（図４参照）、設定ボタン（不図示）及び操作ダイヤル（不図示）等の各種操作部
である。電源スイッチ３０１ａは、ユーザがカメラボディ２００の電源のオン／オフを指
示するための操作部である。シャッターボタン３０１ｂは、ユーザが撮影実行の指示をす
るための操作部である。設定ボタン（不図示）は、ユーザが各種のパラメータ設定等を行
うための操作部群である。操作ダイヤル（不図示）は、ダイヤル式の操作部である。この
操作ダイヤル（不図示）も例えば各種のパラメータ設定等に用いられる。
【００３４】
　前記着脱検知スイッチ２１７は、カメラボディ２００に交換レンズ１００が装着された
際にオンするスイッチであり、オンすることによってカメラボディ２００に交換レンズ１
００が装着されたことを示す信号をスイッチ検知回路２２１０－１に出力する。
　前記制御回路２２０は、カメラボディ２００の各種の動作を制御する。この制御回路２
２０は、シーケンスコントローラ（ボディＣＰＵ）２２０１と、コントラストＡＦ回路２
２０２と、ＳＤＲＡＭ制御回路２２０３と、フラッシュメモリ制御回路２２０４と、記録
媒体制御回路２２０５と、画像処理回路２２０６と、ビデオ信号出力回路２２０８と、圧
縮伸長回路２２０７と、スイッチ検知回路２２１０－１，２２１０－２と、入出力回路２
２１１と、通信回路２２１２と、データバス２２１３と、を有している。
【００３５】
　前記ボディＣＰＵ２２０１は、制御回路２２０内の各回路の動作を統括して制御する。
また、本一実施形態におけるボディＣＰＵ２２０１は、制御部としての機能も有し、ファ
インダー液晶モニタ２１１や背面液晶モニタ２１４における指標の表示位置の更新も行う
。この指標は、後述するカメラ１０の設定を変更したり確定したりするために用いられる
。
【００３６】
　前記コントラストＡＦ回路２２０２は、撮像素子２０４１を介して得られる画像データ
から画像のコントラストを評価するための評価値を算出する。ボディＣＰＵ２２０１は、
この評価値に従ってフォーカスレンズのＡＦ制御を行う。
　前記ＳＤＲＡＭ制御回路２２０３は、ＳＤＲＡＭ２０７へのデータの書き込み及び読み
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出しを制御する。
【００３７】
　前記フラッシュメモリ制御回路２２０４は、フラッシュメモリ２０９へのデータの書き
込み及び読み出しを制御する。
　前記記録媒体制御回路２２０５は、記録媒体２０８へのデータの書き込み及び読み出し
を制御する。
　前記画像処理回路２２０６は、前処理回路２０６において得られ、ＳＤＲＡＭ２０７に
格納された画像データに対して各種の画像処理を施す。この画像処理は、画像の色バラン
スを補正するホワイトバランス補正処理、画像の色を補正する色補正処理、画像の階調を
補正する階調補正処理等が含まれる。この画像処理回路２２０６において画像処理された
画像データはＳＤＲＡＭ２０７に再び格納される。
【００３８】
　前記ビデオ信号出力回路２２０８は、ＳＤＲＡＭ２０７から画像データを読み出し、読
み出した画像データをビデオ信号に変換してモニタ駆動回路２１０－１，２１０－２に出
力する。
　前記圧縮伸長回路２２０７は、画像処理後の画像データを読み出し、読み出した画像デ
ータをＪＰＥＧ方式等の所定の圧縮形式で圧縮する。また、圧縮伸長回路２２０７は、画
像の再生時には、圧縮済みの画像データを読み出し、読み出した画像データを伸長するこ
とも行う。
【００３９】
　前記スイッチ検知回路２２１０－１は、操作部３０１の各操作部の操作状態を検知し、
検知結果をボディＣＰＵ２２０１に通知する。スイッチ検知回路２２１０－１を介して操
作部の操作が検知された場合に、ボディＣＰＵ２２０１は、操作された操作部の操作内容
に応じた制御を実行する。
【００４０】
　前記スイッチ検知回路２２１０－２は、カメラボディ２００が備える接眼センサー２１
３及び外部ファインダーユニット３００ｕが備える接眼センサー３１３のセンシング状態
を検知し、その検知結果をボディＣＰＵ２２０１に通知する。スイッチ検知回路２２１０
－２を介して接眼センサー２１３，３１３のセンシング状態が検知された場合に、ボディ
ＣＰＵ２２０１は、そのセンシング状態に応じた制御を実行する。
【００４１】
　前記入出力回路２２１１は、撮像素子駆動回路２０５やシャッター駆動機構２０２の制
御を行うための信号を制御回路２２０から出力するためのインターフェース回路である。
　前記通信回路２２１２は、カメラボディ２００のボディＣＰＵ２２０１と交換レンズ１
００のレンズＣＰＵ１０５との通信を行うための各種処理を行う。
【００４２】
　前記データバス２２１３は、前処理回路２０６において得られた画像データや画像処理
回路２２０６で処理された画像データ等の種々のデータを転送するための転送路である。
　前記外部ファインダーユニット３００ｕは、ファインダー液晶モニタ３１１と、接眼レ
ンズ３１２と、接眼センサー３１３と、を備える外付け型のファインダーユニットである
。
【００４３】
　前記ファインダー液晶モニタ３１１は、覗き込み型のファインダー用のモニタであり、
通信端子３０６を介してカメラボディ２００のモニタ駆動回路２１０－１と通信自在に接
続される。すなわち、ファインダー液晶モニタ３１１は、ユーザによって覗き込まれた状
態で画像が視認される。このファインダー液晶モニタ３１１としては例えば液晶モニタが
用いられる。このファインダー液晶モニタ３１１は、モニタ駆動回路２１０－１によって
駆動されて、撮像素子２０４１を介して得られる被写体観察用の画像を表示する。
【００４４】
　本一実施形態におけるファインダー液晶モニタ３１１は、被写体観察中のＡF（オート
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フォーカス）設定を行うための表示やパラメータ設定を行うための画面の表示も行う。
　前記接眼レンズ３１２は、ファインダー液晶モニタ３１１の画面上に表示されている画
像をユーザの眼に結像させるための接眼光学系である。
【００４５】
　前記接眼センサー３１３は、ユーザがファインダーを覗いているか否かを検出するため
のセンサーであり、通信端子３０８を介してカメラボディ２００のスイッチ検知回路２２
１０－２と通信自在に接続される。この接眼センサー３１３としては、例えば赤外線セン
サーを用いることが可能である。
【００４６】
　以下、本一実施形態に係るカメラ１０の主動作に係る一連の処理について説明する。図
３Ａ及び図３Ｂは、本一実施形態に係るカメラ１０の主動作に係る一連の処理のフローチ
ャートを示す図である。
　ここで、本一実施形態においては、上述の外部ファインダーユニット３００ｕについて
は当該カメラ１０に装着されていないとして、以降の説明をする。なお、外部ファインダ
ーユニット３００ｕが当該カメラ１０に装着されている場合の処理については、後に図１
３、図１４Ａ、及び図１４Ｂを参照して説明する。
【００４７】
　まず、電源スイッチ３０１ａがオンに設定されると、ボディＣＰＵ２２０１は、入出力
回路２２１１を介して撮像素子駆動回路２０５を制御することによって撮像素子２０４１
を駆動させ、撮像動作を開始させる（ステップＳ１）。続いて、ボディＣＰＵ２２０１は
、撮像素子２０４１によって取得され前処理回路２０６を経て画像処理回路２２０６に取
り込まれた画像データについて、当該画像処理回路２２０６に測光処理（ライブビュー用
測光処理）を開始させ、画像データの露出量を制御する（ステップＳ２）。そして、ボデ
ィＣＰＵ２２０１は、画像処理回路２２０６による当該画像データの各種画像処理を開始
させる（ステップＳ３）。
【００４８】
　さらに、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－１を制御して、ファインダ
ー液晶モニタ２１１を駆動させ、モニタの画面上における画像表示を開始させる（ステッ
プＳ４）。
　ここにおいて、ファインダー液晶モニタ２１１におけるライブビュー表示が開始され（
ステップＳ５）、ボディＣＰＵ２２０１はレリーズスイッチをオンすることにつき受け付
けを開始するよう制御する。すなわち、ボディＣＰＵ２２０１は、シャッターボタン３０
１ｂが操作されたか否か（レリーズスイッチがオンされたか否か）を判定する（ステップ
Ｓ６）。
【００４９】
　図４は、本一実施形態に係るカメラ１０のモニタ表示についての状態遷移の一例を示す
背面図である。上述したステップＳ１乃至ステップＳ６を経た時点では、当該カメラ１０
は、内蔵ファインダーユニット２００ｕのみにライブビュー表示を行う状態、すなわち図
４上段右側に示されるモニタ表示状態となる。
【００５０】
　本一実施形態に係るカメラ１０においては、このように電源スイッチ３０１ａがオンに
設定されて当該カメラ１０が起動される際に、接眼センサー２１３の検出結果等の種々の
条件に関わらず、強制的に内蔵ファインダーユニット２００ｕのファインダー液晶モニタ
２１１のみにライブビュー画像を表示させるよう制御する。この表示は、ステップＳ７に
おいて撮影動作が実行されるまで行われる（少なくとも当該カメラ１０の起動後、一定の
時間は実行される）。
【００５１】
　これにより、背面液晶モニタ２１４の表示に係る処理や各種演算に要する処理／時間を
省くことができ、起動後すぐにシャッターチャンスが訪れたとしても当該シャッターチャ
ンスを逃がしてしまうことを防止することができる。
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　ところで、図５はライブビュー画像を取得する際の被写体撮影の様子を示す図である。
図６は、ステップＳ５において表示を開始するライブビュー画像の生成処理の一例を示す
図である。
【００５２】
　図５に示すように被写体Ｓの後方に窓Ｗが存在する状態でフレーミングをする際に、光
学ファインダーによる場合であれば、図６において示された表示Ｉｍのように逆光等の被
写体がアンダーであるような場合でもそのまま表示されてしまう。
　本一実施形態に係るカメラ１０では、図６に示すように１表示フレーム期間において、
所謂アンダー露光となる第１の露出時間（蓄積時間）ｔ１と、所謂オーバー露光となる第
２の露出時間ｔ２とでそれぞれ撮像を行う（互いに異なる露出時間で計２回の撮像を実行
する）。
【００５３】
　この撮像により、１表示フレーム期間において、アンダー露光の画像データである第１
の参照画像データＤ１と、オーバー露光の画像データである第２の参照画像データＤ２と
が得られる。そして、第１の参照画像データＤ１における黒潰れ部分以外の部分と、第２
の参照画像データＤ２における白飛び部分以外の部分とを合成してライブビュー画像Ｄ３
を生成する。
【００５４】
　これにより、光学ファインダーによる場合であれば図６に示す表示Ｉｍのように視認性
の悪いライブビュー表示となるところ、本一実施形態に係るカメラ１０によればライブビ
ュー画像Ｄ３に示すように視認性が良好なライブビュー表示となる。従って、被写体Ｓ、
及び、窓Ｗの後方の景色を構成する枝Ｂや雲Ｃについて良好な視認性のライブビュー表示
を提供することができる。
【００５５】
　前記ステップＳ６をＹＥＳに分岐する場合（レリーズスイッチがオンされた場合）、ボ
ディＣＰＵ２２０１は、ステップＳ１乃至ステップＳ５において実行したライブビュー表
示に係る動作を終了させ、撮影動作を実行するよう当該カメラ１０の各部を制御する（ス
テップＳ７）。なお、このステップＳ７の撮影動作に係る処理については、図１１を参照
して後述する。
【００５６】
　一方、前記ステップＳ６をＮＯに分岐する場合（レリーズスイッチがオフとなっている
場合）、及び、前記ステップＳ７の処理を完了した後、ボディＣＰＵ２２０１は、“情報
表示演算”を行って“設定状態情報（後述する）”を算出し、ＳＤＲＡＭ２０７に格納す
る（ステップＳ８）。
【００５７】
　この“情報表示演算”とは、ボディＣＰＵ２２０１が当該カメラ１０の設定状態を検出
し、該検出結果を示すモニタ表示用のデータである“設定状態情報”を生成する処理であ
る。なお、この“設定状態情報”の具体例としては、例えば“ＩＳＯ感度”、“プログラ
ムモード”、“絞り値”、及び“シャッター速度”等の当該カメラ１０の状態を示す各種
情報を挙げることができる。
【００５８】
　前記ステップＳ８における処理を終えると、ボディＣＰＵ２２０１は、接眼センサー２
１３の出力に基づいて、ユーザがファインダー液晶モニタ２１１を利用した撮影（以下、
ファインダー撮影と称する）を行おうとしているか否か、即ち、ユーザがファインダー液
晶モニタ２１１を覗き込んでいるか否かを判定する（ステップＳ９）。
【００５９】
　ここで、該ステップＳ９における判定に係る具体的な状況を、図７乃至図９を参照して
説明する。
　図７は、ステップＳ９をＹＥＳに分岐する場合（ユーザが内蔵ファインダーユニット２
００ｕを用いて撮影を行おうとしている場合）における、当該カメラ１０の使用態様を示
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す図である。図７に示す例では、ユーザの眼Ｅは内蔵ファインダーユニット２００ｕに近
接されており（接眼状態となっており）、この状態が接眼センサー２１３によって検出さ
れる。この接眼センサー２１３から出力された検出信号に基づいて、ボディＣＰＵ２２０
１はステップＳ９をＹＥＳに分岐する。
【００６０】
　図８は、ステップＳ９をＮＯに分岐する場合（ユーザが当該カメラ１０の設定確認／変
更を、背面液晶モニタ２１４を用いて行おうとしている場合）における、当該カメラ１０
の使用態様を示す図である。図８に示す例では、ユーザの眼Ｅは内蔵ファインダーユニッ
ト２００ｕから離間しており（接眼状態となっておらず）、この状態が接眼センサー２１
３によって検出される。この接眼センサー２１３から出力された検出信号に基づいて、ボ
ディＣＰＵ２２０１はステップＳ９をＮＯに分岐する。
【００６１】
　図９は、ステップＳ９をＮＯに分岐する場合（ユーザが背面液晶モニタ２１４をファイ
ンダーとして用いて撮影を行おうとしている場合）における、当該カメラ１０の使用態様
を示す図である。図９に示す例では、ユーザの眼Ｅは内蔵ファインダーユニット２００ｕ
から離間しており（接眼状態となっておらず）、この状態が接眼センサー２１３によって
検出される。この接眼センサー２１３から出力された検出信号に基づいて、ボディＣＰＵ
２２０１はステップＳ９をＮＯに分岐する。
【００６２】
　ところで、前記ステップＳ９をＹＥＳに分岐する場合（ユーザがファインダー撮影を行
おうとしている場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、ビデオ信号出力回路２２０８を介して
モニタ駆動回路２１０－１を制御し、ファインダー液晶モニタ２１１の表示をオンさせる
（ステップＳ１０）。この際、ボディＣＰＵ２２０１は、入出力回路２２１１を介して撮
像素子駆動回路２０５を制御することによって撮像素子２０４１を駆動させる。そして、
撮像素子２０４１を介して得られた画像データを画像処理回路２２０６において処理し、
その後、処理した画像データに基づく画像をファインダー液晶モニタ２１１に表示させる
。
【００６３】
　前記ステップＳ１０においてファインダー液晶モニタ２１１の表示をオンさせた際に、
ボディＣＰＵ２２０１は、ステップＳ８において生成した“設定状態情報”のファインダ
ー液晶モニタ２１１における表示も開始させる（ステップＳ１１）。
　上述したステップＳ１０及びステップＳ１１における処理の際に、ボディＣＰＵ２２０
１は、モニタ駆動回路２１０－２を介して背面液晶モニタ２１４を消灯制御する（ステッ
プＳ１２）。
【００６４】
　ステップＳ１０乃至ステップＳ１２における表示制御により、図４の下段左側に示され
るように当該カメラ１０は、ファインダー液晶モニタ２１１によって被写体の観察を行う
ことが可能となると共に、設定状態情報ｄの表示によって当該カメラ１０の状態も同時に
確認することが可能となる。さらに、背面液晶モニタ２１４が消灯制御されている為、背
面液晶モニタ２１４の点灯によるファインダー液晶モニタ２１１の視認性の悪化もなく、
且つ、省電力及び処理負担の軽減も達成している。
【００６５】
　ところで、前記ステップＳ９をＮＯに分岐する場合（ユーザがファインダー撮影を行わ
ない場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、ビデオ信号出力回路２２０８を介してモニタ駆動
回路２１０－２を制御し、背面液晶モニタ２１４の表示をオンさせる（ステップＳ１３）
。この際、ボディＣＰＵ２２０１は、入出力回路２２１１を介して撮像素子駆動回路２０
５を制御することによって撮像素子２０４１を駆動させる。そして、撮像素子２０４１を
介して得られた画像データを画像処理回路２２０６において処理し、その後、処理した画
像データに基づく画像を背面液晶モニタ２１４に表示させる。
【００６６】
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　前記ステップＳ１３において背面液晶モニタ２１４の表示をオンさせた際に、ボディＣ
ＰＵ２２０１は、ステップＳ８において生成した“設定状態情報”の背面液晶モニタ２１
４における表示も開始させる（ステップＳ１４）。
　上述したステップＳ１３及びステップＳ１４における処理の際に、ボディＣＰＵ２２０
１は、モニタ駆動回路２１０－１を介してファインダー液晶モニタ２１１を消灯制御する
（ステップＳ１５）。なお、この消灯制御の際に、ボディＣＰＵ２２０１は、当該ファイ
ンダー液晶モニタ２１１における輝度を漸次低下させていく制御を行うことで、フェード
アウト表示としてもよい。
【００６７】
　ステップＳ１３乃至ステップＳ１５における表示制御により、図４の下段右側に示され
るように当該カメラ１０は、背面液晶モニタ２１４によって被写体の観察を行うことが可
能となると共に、設定状態情報ｄの表示によって当該カメラ１０の状態も同時に確認する
ことが可能となる。さらに、ファインダー液晶モニタ２１１が消灯制御されている為、省
電力及び処理負担の軽減も達成している。
【００６８】
　ここで、図４の下段右側に示されている当該カメラ１０の３つの表示モードは、左側か
ら順に、所謂古典一眼レフレックススタイルの表示を行う“第１の表示モード”、通常の
デジタル一眼レフレックススタイルの表示を行う“第２の表示モード”、所謂ＥＶＦ付き
ミラーレス一眼レフレックススタイルの表示を行う“第３の表示モード”によるモニタ表
示例を示している。
【００６９】
　ところで、ステップＳ１２またはステップＳ１５における処理を完了した後、ボディＣ
ＰＵ２２０１は、シャッターボタン３０１ｂが操作されたか否か（レリーズスイッチがオ
ンされたか否か）を判定する（ステップＳ１７）。
　前記ステップＳ１７をＹＥＳに分岐する場合（１ｓｔまたは２ｎｄレリーズスイッチが
オンされた場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、ステップＳ１０乃至ステップＳ１５におい
て実行したライブビュー表示に係る動作を終了させ、撮影動作を実行するよう当該カメラ
１０の各部を制御する（ステップＳ７）。なお、このステップＳ７の撮影動作に係る処理
については、図１１を参照して後述する。
【００７０】
　一方、前記ステップＳ１７をＮＯに分岐する場合（レリーズスイッチがオフとなってい
る場合）、及び、前記ステップＳ７の処理を完了した後、ボディＣＰＵ２２０１は、電源
スイッチがオフにされたか否かを判定する（ステップＳ１９）。このステップＳ１９をＹ
ＥＳに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０をパワーオフする（ステ
ップＳ２９）。このステップＳ２９において実行するパワーオフに係る一連の処理は、図
１２に示すフローチャートを参照して後述する。
【００７１】
　前記ステップＳ１９をＮＯに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、所定のスリープ
タイマがタイムアップしたか否かを判定する（ステップＳ２０）。このステップＳ２１を
ＮＯに分岐する場合（スリープタイマがタイムアップしていない場合）、前記ステップＳ
９へ移行する。他方、ステップＳ２１をＹＥＳに分岐する場合（スリープタイマがタイム
アップした場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０を、省電力モードである“
スリープモード”に設定する（ステップＳ２１）。このスリープモードにおいては、当該
カメラ１０の主要各部は省電力状態で保持され、且つ、ＳＤＲＡＭ２０７の記録内容も保
持される。
【００７２】
　図１０は、本一実施形態に係るカメラ１０がスリープモードに設定されている場合の接
眼センサー２１３の検出間隔の一例を示す図である。同図に示す一例では、接眼センサー
２１３による検出間隔を、スリープモード時には通常状態におけるそれよりも長い時間間
隔に設定している。このように設定することで、例えば接眼センサー２１３による接眼状
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態の検出を当該カメラ１０のパワーオンのトリガーとして用いる場合に、短時間（例えば
接眼センサー２１３の検出間隔未満の時間）の接眼状態では当該カメラ１０はパワーオン
にならない為、ユーザに撮影を行う意図が実際にあるか否かを判定することが可能となる
。
【００７３】
　当該カメラ１０がスリープモードに設定された後、ボディＣＰＵ２２０１は、電源スイ
ッチがオフにされたか否かを判定する（ステップＳ２２）。このステップＳ２２をＹＥＳ
に分岐する場合（電源スイッチ３０１ａがオフにされた場合）、ボディＣＰＵ２２０１は
、当該カメラ１０をパワーオフする（ステップＳ２９）。換言すれば、スリープモードの
解除要因が“電源スイッチ３０１ａのオフ”であった場合には当該カメラ１０をそのまま
パワーオフする。
【００７４】
　一方、ステップＳ２２をＮＯに分岐する場合（例えばユーザにより操作部３０１等の操
作で割り込み処理が為された場合）、ボディＣＰＵ２２０１はスリープモードを解除し、
当該カメラ１０を通常状態に復帰させる。なお、スリープモードの解除要因としては、操
作部３０１等の操作以外にも、例えば接眼センサー２１３による接眼状態の検出を挙げる
ことができる。すなわち、接眼センサー２１３によって接眼状態が検出された場合にも、
当該カメラ１０を通常状態に復帰させるとしてもよい。
【００７５】
　割り込み処理によってスリープモードが解除されると、ボディＣＰＵ２２０１は、入出
力回路２２１１を介して撮像素子駆動回路２０５を制御することによって撮像素子２０４
１を駆動させ、撮像動作を開始させる（ステップＳ２３）。
　続いて、ボディＣＰＵ２２０１は、撮像素子２０４１によって取得され前処理回路２０
６を経て画像処理回路２２０６に取り込まれた画像データについて、当該画像処理回路２
２０６に測光処理（ライブビュー用測光処理）を開始させる（ステップＳ２４）。そして
、ボディＣＰＵ２２０１は、画像処理回路２２０６による当該画像データの各種画像処理
を開始させる（ステップＳ２５）。
【００７６】
　さらに、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－１を制御して、ファインダ
ー液晶モニタ２１１を駆動させ、モニタの画面上における画像表示を開始させる（ステッ
プＳ２６）。その後、ステップＳ９へ戻る。
　以下、図３Ａ，３Ｂに示されているフローチャートにおけるステップＳ７の“撮影動作
”のサブルーチンについて説明する。図１１は、図３Ａ，３Ｂに示されているフローチャ
ートにおけるステップＳ７の“撮影動作”のサブルーチンのフローチャートを示す図であ
る。
【００７７】
　まず、ボディＣＰＵ２２０１は、所謂コントラストＡＦを実行する（ステップＳ３１）
。すなわち、ボディＣＰＵ２２０１は、通信回路２２１２及び通信端子１０６を介してレ
ンズＣＰＵ１０５を制御し、フォーカス駆動機構１０３によって、フォーカシングレンズ
１０１をコントラストピーク位置（撮像により取得した画像データのコントラストが最大
となるレンズ位置）に移動させる。
【００７８】
　続いて、ボディＣＰＵ２２０１は、撮像素子２０４１によって取得され前処理回路２０
６を経て画像処理回路２２０６に取り込まれた画像データについて、当該画像処理回路２
２０６に測光処理を実行させ、該測光処理結果に基づいて適正露出を得られるシャッター
スピード、絞り値、感度等を算出する（ステップＳ３２）。
【００７９】
　そして、ボディＣＰＵ２２０１は、２ｎｄレリーズスイッチがオン（シャッターボタン
３０１ｂが全押し）されたか否かを判定する（ステップＳ３３）。このステップＳ３３を
ＮＯに分岐する場合（２ｎｄレリーズスイッチがオンされていないと判定した場合）、Ｃ
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ＰＵ２２０１は、１ｓｔレリーズスイッチがオン（シャッターボタン３０１ｂが半押し）
されたか否かを判定する（ステップＳ３４）。
【００８０】
　前記ステップＳ３４をＹＥＳに分岐する場合、前記ステップＳ３３へ戻る。一方、前記
ステップＳ３４をＮＯに分岐する場合、その時点においてシャッターボタン３０１ｂが解
放されている（１ｓｔレリーズスイッチ及び２ｎｄレリーズスイッチがオフされている）
状態であるので、図３Ａ，３Ｂに示すフローチャートへ戻る。
【００８１】
　ところで、前記ステップＳ３３をＹＥＳに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、シ
ャッター駆動機構２０２を制御して、シャッター２０１を閉じる。その後、ボディＣＰＵ
２２０１は、絞り駆動機構１０４を制御して、絞り機構１０２を前記ステップＳ３２で算
出した絞り値まで絞り込む（ステップＳ３５）。
【００８２】
　続いて、ボディＣＰＵ２２０１は、シャッター駆動機構２０２を制御して、シャッター
２０１を前記ステップＳ３２で算出した開放時間だけ開放しつつ、撮像素子２０４１によ
る撮像（露光）を行う（ステップＳ３６）。そして、ボディＣＰＵ２２０１は、シャッタ
ー駆動機構２０２を制御し、前記ステップＳ３５において絞り込んだ絞り機構１０２を開
放させる（ステップＳ３７）。
【００８３】
　その後、ボディＣＰＵ２２０１は、撮像素子２０４１によって得られた画像データを画
像処理回路２２０６に読み込み（ステップＳ３８）、当該画像処理回路２２０６によって
所定の画像処理を施し且つ所定のフォーマットデータ（例えばＪＰＥＧ等）に変換する（
ステップＳ３９）。そして、ボディＣＰＵ２２０１は、画像処理回路２２０６によって処
理された画像データを記録媒体２０８に記録する（ステップＳ４０）。
【００８４】
　以下、図３Ｂに示されているフローチャートにおけるステップＳ２９の“パワーオフ”
のサブルーチンについて説明する。図１２は、図３Ｂに示されているフローチャートにお
けるステップＳ２９の“パワーオフ”のサブルーチンのフローチャートを示す図である。
【００８５】
　まず、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－２を介して背面液晶モニタ２
１４を消灯制御する（ステップＳ５１）。
　続いて、ボディＣＰＵ２２０１は、内蔵ファインダーユニット２００ｕを用いてライブ
ビュー画像の表示を行っているか否かを判定する（ステップＳ５２）。このステップＳ５
２をＹＥＳに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、上述のステップＳ１１において開
始させたファインダー液晶モニタ２１１における“設定状態情報”の表示を終了させる（
ステップＳ５３）。
【００８６】
　ここで、ボディＣＰＵ２２０１は、所定時間のファインダータイマの計時を開始させ（
ステップＳ５４）、当該ファインダータイマがタイムアップするのを待つ（ステップＳ５
５）。ボディＣＰＵ２２０１は、このステップＳ５５においてタイムアップしたと判定し
た時点で、内蔵ファインダーユニット２００ｕを用いたライブビュー画像の表示を終了さ
せる（ステップＳ５６）。
【００８７】
　ところで、前記ステップＳ５２をＮＯに分岐する場合、及び、前記ステップＳ５６にお
ける処理を完了した後、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－１の動作を停
止させる制御をし（ステップＳ５７）、撮像ユニット２０４の動作を停止させる制御をし
（ステップＳ５８）、当該カメラ１０の各部への給電を停止させる制御をする（ステップ
Ｓ５９）。
【００８８】
　パワーオフの際に上述したステップＳ５１乃至ステップＳ５９の一連の処理を実行する
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ことによって、内蔵ファインダーユニット２００ｕにおけるライブビュー画像の表示を突
然消灯させず、所定時間だけ当該表示を続行させた後に、当該表示を消灯させることがで
きる。つまり、ユーザにとって、より自然な態様で当該カメラ１０をパワーオフさせるこ
とができる。
【００８９】
　以上説明したように、本一実施形態によれば、撮像装置の起動時におけるＥＶＦへのラ
イブビュー画像の表示に要する時間を短縮化した撮像装置及び撮像方法を提供することが
できる。
　以上、一実施形態に基づいて本発明を説明したが、本発明は上述した各実施形態に限定
されるものではなく、本発明の要旨の範囲内で、種々の変形及び応用が可能なことは勿論
である。
《第１変形例》
　以下、前記一実施形態の第１変形例に係る撮像装置及び撮像方法について説明する。説
明の重複を避ける為、前記一実施形態との相違点について説明する。
【００９０】
　本第１変形例においては、カメラ１０に実際に外部ファインダーユニット３００ｕが装
着されて用いられることを想定している。
　図１３は、カメラ１０に装着されて実際に用いられる外部ファインダーユニット３００
ｕの使用態様の一例を示す図である。同図に示すように、外部ファインダーユニット３０
０ｕは、例えばカメラ１０の上面側に装着される。ユーザは、被写体Ｓをフレーミングす
る際に、図１３に示すように当該外部ファインダーユニット３００ｕを所謂ウエストレベ
ルファインダーとして用いることが可能となる。
【００９１】
　以下、本第１変形例に係るカメラ１０の主動作に係る一連の処理について説明する。図
１４Ａ及び図１４Ｂは、本第１変形例に係るカメラ１０の主動作に係る一連の処理のフロ
ーチャートを示す図である。
　まず、電源スイッチ３０１ａがオンに設定されると、ボディＣＰＵ２２０１は、入出力
回路２２１１を介して撮像素子駆動回路２０５を制御することによって撮像素子２０４１
を駆動させ、撮像動作を開始させる（ステップＳ１０１）。続いて、ボディＣＰＵ２２０
１は、撮像素子２０４１によって取得され前処理回路２０６を経て画像処理回路２２０６
に取り込まれた画像データについて、当該画像処理回路２２０６に測光処理（ライブビュ
ー用測光処理）を開始させる（ステップＳ１０２）。そして、ボディＣＰＵ２２０１は、
画像処理回路２２０６による当該画像データの各種画像処理を開始させる（ステップＳ１
０３）。さらに、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－１の動作を開始させ
る（ステップＳ１０４）。
【００９２】
　ここにおいて、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０に外部ファインダーユニット
３００ｕが装着されているか否かを判定する（ステップＳ１０５）。このステップＳ１０
５をＹＥＳに分岐する場合（外部ファインダーユニット３００ｕが装着されている場合）
、ボディＣＰＵ２２０１は、外部ファインダーユニット３００ｕが備えるファインダー液
晶モニタ３１１においてライブビュー表示を開始させる（ステップＳ１０６）。
【００９３】
　一方、ステップＳ１０５をＮＯに分岐する場合（外部ファインダーユニット３００ｕが
装着されていない場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、内蔵ファインダーユニット２００ｕ
が備えるファインダー液晶モニタ２１１においてライブビュー表示を開始させる（ステッ
プＳ１０７）。
【００９４】
　上述のステップＳ１０６またはステップＳ１０７においてライブビュー表示を開始させ
た後、ボディＣＰＵ２２０１は、レリーズスイッチをオンすることにつき受け付けを開始
するよう制御する。すなわち、ボディＣＰＵ２２０１は、シャッターボタン３０１ｂが操
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作されたか否か（１ｓｔまたは２ｎｄレリーズスイッチがオンされたか否か）を判定する
（ステップＳ１０８）。
【００９５】
　本第１変形例に係るカメラ１０においては、このように電源スイッチ３０１ａがオンに
設定されて当該カメラ１０が起動される際に、外部ファインダーユニット３００ｕが装着
されている場合には、強制的に外部ファインダーユニット３００ｕのファインダー液晶モ
ニタ３１１のみにライブビュー画像を表示させるよう制御する。これにより、敢えて当該
カメラ１０に外部ファインダーユニット３００ｕを装着させたユーザの意思を尊重した表
示態様となる。また、背面液晶モニタ２１４の表示に係る処理や各種演算に要する処理／
時間を省くことができ、起動後すぐにシャッターチャンスが訪れたとしても当該シャッタ
ーチャンスを逃がしてしまうことを防止することができる。
【００９６】
　前記ステップＳ１０８をＹＥＳに分岐する場合（レリーズスイッチがオンされた場合）
、ボディＣＰＵ２２０１は、ライブビュー表示に係る動作を終了させ、撮影動作を実行す
るよう当該カメラ１０の各部を制御する（ステップＳ７）。なお、このステップＳ７の撮
影動作に係る処理については、図１１を参照して上述した通りである。
【００９７】
　一方、前記ステップＳ１０８をＮＯに分岐する場合（レリーズスイッチがオフとなって
いる場合）、及び、前記ステップＳ７の処理を完了した後、ボディＣＰＵ２２０１は、“
情報表示演算”を行って“設定状態情報（後述する）”を算出し、ＳＤＲＡＭ２０７に格
納する（ステップＳ１１０）。
【００９８】
　ここで、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０に外部ファインダーユニット３００
ｕが装着されているか否かを判定する（ステップＳ１１１）。このステップＳ１１１をＹ
ＥＳに分岐する場合（外部ファインダーユニット３００ｕが装着されている場合）、ボデ
ィＣＰＵ２２０１は、外部ファインダーユニット３００ｕの接眼センサー３１３の出力に
基づいて、ユーザがファインダー液晶モニタ３１１を利用した撮影を行おうとしているか
否か、即ち、ユーザがファインダー液晶モニタ３１１を覗き込んでいるか否かを判定する
（ステップＳ１１２）。
【００９９】
　前記ステップＳ１１２をＹＥＳに分岐する場合（ユーザが外部ファインダーユニット３
００ｕによるファインダー撮影を行おうとしている場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、ビ
デオ信号出力回路２２０８を介してモニタ駆動回路２１０－１を制御し、ファインダー液
晶モニタ３１１の表示をオンさせる（ステップＳ１１３）。
【０１００】
　前記ステップＳ１１３においてファインダー液晶モニタ３１１の表示をオンさせた際に
、ボディＣＰＵ２２０１は、ステップＳ１１０において生成した“設定状態情報”のファ
インダー液晶モニタ３１１における表示も開始させる（ステップＳ１１４）。
　上述したステップＳ１１３及びステップＳ１１４における処理の際に、ボディＣＰＵ２
２０１は、モニタ駆動回路２１０－１を介してファインダー液晶モニタ２１１を消灯制御
し（ステップＳ１１５）、且つ、モニタ駆動回路２１０－２を介して背面液晶モニタ２１
４を消灯制御する（ステップＳ１１６）。
【０１０１】
　ところで、ステップＳ１１１をＮＯに分岐した場合、及び、ステップＳ１１２をＮＯに
分岐した場合には、ボディＣＰＵ２２０１は、接眼センサー２１３の出力に基づいて、ユ
ーザがファインダー液晶モニタ２１１を利用した撮影を行おうとしているか否か、即ち、
ユーザがファインダー液晶モニタ２１１を覗き込んでいるか否かを判定する（ステップＳ
１１７）。
【０１０２】
　前記ステップＳ１１７をＹＥＳに分岐する場合（ユーザが内蔵ファインダーユニット２
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００ｕによるファインダー撮影を行おうとしている場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、ビ
デオ信号出力回路２２０８を介してモニタ駆動回路２１０－１を制御し、ファインダー液
晶モニタ２１１の表示をオンさせる（ステップＳ１１８）。
【０１０３】
　前記ステップＳ１１８においてファインダー液晶モニタ２１１の表示をオンさせた際に
、ボディＣＰＵ２２０１は、ステップＳ１１０において生成した“設定状態情報”のファ
インダー液晶モニタ２１１における表示も開始させる（ステップＳ１１９）。
　上述したステップＳ１１８及びステップＳ１１９における処理の際に、ボディＣＰＵ２
２０１は、モニタ駆動回路２１０－１を介してファインダー液晶モニタ３１１を消灯制御
し（ステップＳ１２０）、且つ、モニタ駆動回路２１０－２を介して背面液晶モニタ２１
４を消灯制御する（ステップＳ１２１）。
【０１０４】
　ところで、前記ステップＳ１１７をＮＯに分岐する場合（ユーザが背面液晶モニタ２１
４によるファインダー撮影を行おうとしている場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、ビデオ
信号出力回路２２０８を介してモニタ駆動回路２１０－２を制御し、背面液晶モニタ２１
４の表示をオンさせる（ステップＳ１２３）。
【０１０５】
　前記ステップＳ１２３において背面液晶モニタ２１４の表示をオンさせた際に、ボディ
ＣＰＵ２２０１は、ステップＳ１１０において生成した“設定状態情報”の背面液晶モニ
タ２１４における表示も開始させる（ステップＳ１２４）。
　上述したステップＳ１２３及びステップＳ１２４における処理の際に、ボディＣＰＵ２
２０１は、モニタ駆動回路２１０－１を介してファインダー液晶モニタ３１１及びファイ
ンダー液晶モニタ２１１を消灯制御する（ステップＳ１２５，ステップＳ１２６）。
【０１０６】
　ところで、ステップＳ１１６、ステップＳ１２１、またはステップＳ１２６における処
理を完了した後、ボディＣＰＵ２２０１は、シャッターボタン３０１ｂが操作されたか否
か（１ｓｔまたは２ｎｄレリーズスイッチがオンされたか否か）を判定する（ステップＳ
１２７）。
【０１０７】
　前記ステップＳ１２７をＹＥＳに分岐する場合（レリーズスイッチがオンされた場合）
、ボディＣＰＵ２２０１は、ライブビュー表示に係る動作を終了させ、撮影動作を実行す
るよう当該カメラ１０の各部を制御する（ステップＳ７）。なお、このステップＳ７の撮
影動作に係る処理については、図１１を参照して上述した通りである。
【０１０８】
　一方、前記ステップＳ１２７をＮＯに分岐する場合（レリーズスイッチがオフとなって
いる場合）、及び、前記ステップＳ７の処理を完了した後、ボディＣＰＵ２２０１は、電
源スイッチ３０１ａがオフにされたか否かを判定する（ステップＳ１２９）。このステッ
プＳ１２９をＹＥＳに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０をパワー
オフする（ステップＳ２９）。
【０１０９】
　前記ステップＳ１２９をＮＯに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、所定のスリー
プタイマがタイムアップしたか否かを判定する（ステップＳ１３０）。このステップＳ１
３０をＮＯに分岐する場合（スリープタイマがタイムアップしていない場合）、前記ステ
ップＳ１１１へ移行する。他方、ステップＳ１３０をＹＥＳに分岐する場合（スリープタ
イマがタイムアップした場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０を、省電力モ
ードである“スリープモード”に設定する（ステップＳ１３１）。
【０１１０】
　当該カメラ１０がスリープモードに設定された後、ボディＣＰＵ２２０１は、電源スイ
ッチ３０１ａがオフにされたか否かを判定する（ステップＳ１３２）。このステップＳ１
３２をＹＥＳに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０をパワーオフす
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る（ステップＳ２９）。換言すれば、スリープモードの解除要因が“電源スイッチ３０１
ａのオフ”であった場合には当該カメラ１０をそのままパワーオフする。
【０１１１】
　一方、ステップＳ１３２をＮＯに分岐する場合は、ユーザにより操作部３０１等の操作
で割り込み処理が為された場合である。このような場合に、ボディＣＰＵ２２０１はスリ
ープモードを解除し、当該カメラ１０を通常状態に復帰させる。
　割り込み処理によってスリープモードが解除されると、ボディＣＰＵ２２０１は、入出
力回路２２１１を介して撮像素子駆動回路２０５を制御することによって撮像素子２０４
１を駆動させ、撮像動作を開始させる（ステップＳ１３３）。
【０１１２】
　続いて、ボディＣＰＵ２２０１は、撮像素子２０４１によって取得され前処理回路２０
６を経て画像処理回路２２０６に取り込まれた画像データについて、当該画像処理回路２
２０６に測光処理（ライブビュー用測光処理）を開始させる（ステップＳ１３４）。そし
て、ボディＣＰＵ２２０１は、画像処理回路２２０６による当該画像データの各種画像処
理を開始させる（ステップＳ１３５）。
【０１１３】
　さらに、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－１を制御して、ファインダ
ー液晶モニタ２１１を駆動させ、モニタの画面上における画像表示を開始させる（ステッ
プＳ１３６）。その後、ステップＳ１１１へ戻る。
　以上説明したように、本第１変形例によれば、上述の一実施形態に係る撮像装置及び撮
像方法と同様の効果を奏する上に、例えば外部ファインダーユニット３００ｕ等の外部装
置が装着された際には当該外部装置が最優先でＥＶＦに利用される。このように、敢えて
当該カメラ１０に外部ファインダーユニット３００ｕを装着させたユーザの意図を反映さ
せた制御を行うことで、ユーザが外部ファインダーユニット３００ｕをＥＶＦに使用する
為の設定操作を行う必要を省くことができる。
　なお、ボディＣＰＵ２２０１は、外部ファインダーユニット３００ｕが当該カメラ１０
に装着されたことを検出した場合に、当該カメラ１０を起動させてもよい。このように構
成した場合、電源スイッチ３０１ａがオンされた場合、または、外部ファインダーユニッ
ト３００ｕが当該カメラ１０に装着された場合に、当該カメラ１０は起動されることとな
る。
《第２変形例》
　以下、前記一実施形態の第２変形例に係る撮像装置及び撮像方法について説明する。説
明の重複を避ける為、前記一実施形態との相違点について説明する。
【０１１４】
　本第２変形例においては、接眼センサー２１３による検出結果に基づいて、ライブビュ
ー画像を表示するモニタをファインダー液晶モニタ２１１から背面液晶モニタ２１４に切
り替えた場合であっても、ファインダー液晶モニタ２１１には所定時間だけライブビュー
画像の表示を継続させる。
【０１１５】
　以下、本第２変形例に係るカメラ１０の主動作に係る一連の処理について説明する。図
１５Ａ及び図１５Ｂは、本第２変形例に係るカメラ１０の主動作に係る一連の処理のフロ
ーチャートを示す図である。
　まず、電源スイッチ３０１ａがオンに設定されると、ボディＣＰＵ２２０１は、入出力
回路２２１１を介して撮像素子駆動回路２０５を制御することによって撮像素子２０４１
を駆動させ、撮像動作を開始させる（ステップＳ２０１）。続いて、ボディＣＰＵ２２０
１は、撮像素子２０４１によって取得され前処理回路２０６を経て画像処理回路２２０６
に取り込まれた画像データについて、当該画像処理回路２２０６に測光処理（ライブビュ
ー用測光処理）を開始させる（ステップＳ２０２）。そして、ボディＣＰＵ２２０１は、
画像処理回路２２０６による当該画像データの各種画像処理を開始させる（ステップＳ２
０３）。
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【０１１６】
　さらに、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－１を制御して、ファインダ
ー液晶モニタ２１１を駆動させ、モニタの画面上における画像表示を開始させる（ステッ
プＳ２０４）。
　ここにおいて、ファインダー液晶モニタ２１１におけるライブビュー表示が開始され（
ステップＳ２０５）、ボディＣＰＵ２２０１はレリーズスイッチをオンすることにつき受
け付けを開始するよう制御する。すなわち、ボディＣＰＵ２２０１は、シャッターボタン
３０１ｂが操作されたか否か（１ｓｔまたは２ｎｄレリーズスイッチがオンされたか否か
）を判定する（ステップＳ２０６）。
【０１１７】
　前記ステップＳ２０６をＹＥＳに分岐する場合（レリーズスイッチがオンされた場合）
、ボディＣＰＵ２２０１は、ステップＳ２０１乃至ステップＳ２０５において実行したラ
イブビュー表示に係る動作を終了させ、撮影動作を実行するよう当該カメラ１０の各部を
制御する（ステップＳ７）。なお、このステップＳ７の撮影動作に係る処理については、
図１１を参照して上述した通りである。
【０１１８】
　一方、前記ステップＳ２０６をＮＯに分岐する場合（レリーズスイッチがオフとなって
いる場合）、及び、前記ステップＳ７の処理を完了した後、ボディＣＰＵ２２０１は、“
情報表示演算”を行って“設定状態情報（後述する）”を算出し、ＳＤＲＡＭ２０７に格
納する（ステップＳ２０８）。
【０１１９】
　ここで、ボディＣＰＵ２２０１は、所定のファインダータイマの計時を開始させる（ス
テップＳ２０９）。そして、ボディＣＰＵ２２０１は、接眼センサー２１３の出力に基づ
いて、ユーザがファインダー液晶モニタ２１１を利用した撮影を行おうとしているか否か
、即ち、ユーザがファインダー液晶モニタ２１１を覗き込んでいるか否かを判定する（ス
テップＳ２１０）。
【０１２０】
　このステップＳ２１０をＹＥＳに分岐する場合（ユーザがファインダー撮影を行おうと
している場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、ビデオ信号出力回路２２０８を介してモニタ
駆動回路２１０－１を制御し、ファインダー液晶モニタ２１１の表示をオンさせる（ステ
ップＳ２１１）。
【０１２１】
　前記ステップＳ２１１においてファインダー液晶モニタ２１１の表示をオンさせた際に
、ボディＣＰＵ２２０１は、ステップＳ２０８において生成した“設定状態情報”のファ
インダー液晶モニタ２１１における表示も開始させる（ステップＳ２２２）。
　ここで、ボディＣＰＵ２２０１は、所定のファインダータイマの計時を開始させる（ス
テップＳ２２３）。さらに、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－２を介し
て背面液晶モニタ２１４を消灯制御する（ステップＳ２２４）。
【０１２２】
　ところで、前記ステップＳ２１０をＮＯに分岐する場合（ユーザがファインダー撮影を
行わない場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、ビデオ信号出力回路２２０８を介してモニタ
駆動回路２１０－２を制御し、背面液晶モニタ２１４の表示をオンさせる（ステップＳ２
２５）。
【０１２３】
　前記ステップＳ２２５において背面液晶モニタ２１４の表示をオンさせた際に、ボディ
ＣＰＵ２２０１は、ステップＳ２０８において生成した“設定状態情報”の背面液晶モニ
タ２１４における表示も開始させる（ステップＳ２２６）。
　ここにおいて、ボディＣＰＵ２２０１は、ファインダータイマがタイムアップしたか否
かを判定する（ステップＳ２２７）。このステップＳ２２７をＹＥＳに分岐する場合（フ
ァインダータイマがタイムアップした場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路
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２１０－１を介してファインダー液晶モニタ２１１を消灯制御する（ステップＳ２２８）
。
【０１２４】
　ところで、ステップＳ２２４またはステップＳ２２８における処理を完了した後、ボデ
ィＣＰＵ２２０１は、シャッターボタン３０１ｂが操作されたか否か（レリーズスイッチ
がオンされたか否か）を判定する（ステップＳ２２９）。
　前記ステップＳ２２９をＹＥＳに分岐する場合（レリーズスイッチがオンされた場合）
、ボディＣＰＵ２２０１は、ライブビュー表示に係る動作を終了させ、撮影動作を実行す
るよう当該カメラ１０の各部を制御する（ステップＳ７）。なお、このステップＳ７の撮
影動作に係る処理については、図１１を参照して上述した通りである。
【０１２５】
　一方、前記ステップＳ２２９をＮＯに分岐する場合（レリーズスイッチがオフとなって
いる場合）、及び、前記ステップＳ７の処理を完了した後、ボディＣＰＵ２２０１は、電
源スイッチ３０１ａがオフにされたか否かを判定する（ステップＳ２３１）。このステッ
プＳ２３１をＹＥＳに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０をパワー
オフする（ステップＳ２９）。
【０１２６】
　前記ステップＳ２３１をＮＯに分岐する場合、ボディＣＰＵ２２０１は、所定のスリー
プタイマがタイムアップしたか否かを判定する（ステップＳ２３２）。このステップＳ２
３２をＮＯに分岐する場合（スリープタイマがタイムアップしていない場合）、前記ステ
ップＳ２１０へ移行する。他方、ステップＳ２３２をＹＥＳに分岐する場合（スリープタ
イマがタイムアップした場合）、ボディＣＰＵ２２０１は、当該カメラ１０を、省電力モ
ードである“スリープモード”に設定する（ステップＳ２３３）。
【０１２７】
　当該カメラ１０がスリープモードに設定された後、ボディＣＰＵ２２０１は、電源スイ
ッチ３０１ａがオフにされたか否かを判定する（ステップＳ２３４）。このステップＳ２
２をＹＥＳに分岐する場合（電源スイッチ３０１ａがオフにされた場合）、ボディＣＰＵ
２２０１は、当該カメラ１０をパワーオフする（ステップＳ２９）。
【０１２８】
　一方、ステップＳ２３１をＮＯに分岐する場合（例えばユーザにより操作部３０１等の
操作で割り込み処理が為された場合）、ボディＣＰＵ２２０１はスリープモードを解除し
、当該カメラ１０を通常状態に復帰させる。割り込み処理によってスリープモードが解除
されると、ボディＣＰＵ２２０１は、入出力回路２２１１を介して撮像素子駆動回路２０
５を制御することによって撮像素子２０４１を駆動させ、撮像動作を開始させる（ステッ
プＳ２３５）。
【０１２９】
　続いて、ボディＣＰＵ２２０１は、撮像素子２０４１によって取得され前処理回路２０
６を経て画像処理回路２２０６に取り込まれた画像データについて、当該画像処理回路２
２０６に測光処理（ライブビュー用測光処理）を開始させる（ステップＳ２３６）。そし
て、ボディＣＰＵ２２０１は、画像処理回路２２０６による当該画像データの各種画像処
理を開始させる（ステップＳ２３７）。
【０１３０】
　さらに、ボディＣＰＵ２２０１は、モニタ駆動回路２１０－１を制御して、ファインダ
ー液晶モニタ２１１を駆動させ、モニタの画面上における画像表示を開始させる（ステッ
プＳ２３８）。その後、ステップＳ２１０へ戻る。
　以上説明したように、本第２変形例によれば、上述の一実施形態に係る撮像装置及び撮
像方法と同様の効果を奏する上に、下記の効果を奏する撮像装置及び撮像方法を提供する
ことができる。
【０１３１】
　すなわち、本第２変形例に係る撮像装置及び撮像方法によれば、内蔵ファインダーユニ



(22) JP 6032901 B2 2016.11.30

10

20

30

ット２００ｕのファインダー液晶モニタ２１１において一旦ライブビュー画像の表示が行
われると（ユーザが一旦、内蔵ファインダーユニット２００ｕの接眼レンズ２１２を覗く
と）、その後にライブビュー画像の表示が背面液晶モニタ２１４に切り替わったとしても
、内蔵ファインダーユニット２００ｕのファインダー液晶モニタ２１１におけるライブビ
ュー画像の表示が所定時間（前記ファインダータイマがタイムアップするまでの時間）だ
け継続する。
【０１３２】
　これにより、例えばユーザが僅かな時間だけ内蔵ファインダーユニット２００ｕから顔
を離間させてしまい、ライブビュー画像の表示が背面液晶モニタ２１４へ切り替わってし
まったとしても、当該ユーザはファインダー液晶モニタ２１１を利用したフレーミングを
即座に再び行うことが可能となる。
【０１３３】
　さらに、上述した実施形態には種々の段階の発明が含まれており、開示した複数の構成
要件の適当な組み合わせにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示す全構
成要件からいくつかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題の欄で述べ
た課題が解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果が得られる場合には、この構成
要件が削除された構成も発明として抽出され得る。
【符号の説明】
【０１３４】
　　１０…カメラ、　１００…交換レンズ、　１０１…フォーカシングレンズ、　１０２
…絞り機構、　１０３…フォーカス駆動機構、　１０４…絞り駆動機構、　１０５…レン
ズＣＰＵ、　１０６…通信端子、　２００…カメラボディ、　２００ｕ…内蔵ファインダ
ーユニット、　２０１…シャッター、　２０２…シャッター駆動機構、　２０４１…撮像
素子、　２０４…撮像ユニット、　２０５…撮像素子駆動回路、　２０６…前処理回路、
　２２０６…画像処理回路、　２０７…ＳＤＲＡＭ、　２０８…記録媒体、　２０９…フ
ラッシュメモリ、　２１０…モニタ駆動回路、　２１１，３１１…ファインダー液晶モニ
タ、　２１２，３１２…接眼レンズ、　２１３，３１３…接眼センサー、　２１４…背面
液晶モニタ、　２１７…着脱検知スイッチ、　２２０…制御回路、　２５１…ボディ振動
センサー、　２５２…ボディ防振制御回路、　２５３…ボディ防振機構、　２５４…防塵
フィルタ駆動回路、　３００ｕ…外部ファインダーユニット、　３０１…操作部、　３０
１ａ…電源スイッチ、　３０１ｂ…シャッターボタン、　３０６，３０８…通信端子、　
３１１…ファインダー液晶モニタ、　３１２…接眼レンズ、　３１３…接眼センサー、　
２０４１…撮像素子、　２０４２…フィルタ群、　２０４３…防塵フィルタ、　２０４３
ｐ…圧電素子、　２２０１…ボディＣＰＵ、　２２０２…ＡＦ回路、　２２０３…ＳＤＲ
ＡＭ制御回路、　２２０４…フラッシュメモリ制御回路、　２２０５…記録媒体制御回路
、　２２０６…画像処理回路、　２２０８…ビデオ信号出力回路、　２２０７…圧縮伸長
回路、　２２１０…スイッチ検知回路、　２２１１…入出力回路、　２２１２…通信回路
、　２２１３…データバス。
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